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勝利するまでとことんがんばろう！

～　二次提訴で京都の原告は総勢九人に　～

　四月一日午後四時半、京都地裁でたくさんの支援者が見守る中、障害者自立支援法訴訟の第二次原告八人が利用者負担の撤廃などを求めて提訴しました。その後、ハートピアにて記者会見の後、六時半から「勝利をめざす京都の会発会のつどい」が開催され、原告、弁護団、支援者など約二百人が参加しました。

今回提訴した原告八人のうち六人は亀岡福祉会の施設利用者で、提訴には、一緒に働く仲間たち数十人が応援にきていました。その内の一人の女性は、「この裁判どうしても勝ってもらいたい。勝ってもらわな困るねん。絶対に応益負担は反対や！」と目に涙をためながら話してくれました。　
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６時からの記者会見では、原告の広瀬ゆみこさんが次のように訴えました。

「朝の身支度や夕方の食事、お風呂に入るのをヘルパーさんに手伝ってもらっています。ヘルパーさんのいないときは自分との闘いです。トイレに行くのも這っていけば膝が痛いし、手すりを持ちながら歩けばすぐ転んでしまう。大好きなコーヒーを飲みたいと思ってもなかなか飲めません。ちょっとしたことでこぼしてしまい情けない気持ちでいっぱいになります。今の私には、ディセンターぽれぽれに通うこと、ヘルパーを使って日々楽しく時間を過ごすことが私の生活になっています。ところがそのあたり前の生活に利用料を払わなければならなくなりました。働いたり生活を手伝ってもらうのにお金を払うなんてあんまりだと思います。もっと暮らしやすい国になるように願って原告になることを決めました。皆さんご支援をよろしくお願いします。」
　　　　　　＊
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発会のつどいでは初めに、京都民主医療機関連合会会長・尾崎望さん、京都社会保障推進協議会事務局長・松本隆浩さん、障害者自立支援法訴訟の勝利をめざす滋賀の会事務局長・寺川登さんが応援メッセージを送りました。松本さんは「皆さんの闘いは、派遣切りされた人やお年寄りなど様々なところで困難を抱え闘っている人たちと根っこは一つだということで、（この闘いへの）共感と連帯が広がっている。皆さんの闘いが日本を良くしていくと思っている」と話しました。その後、弁護団から藤井豊事務局長が支援法の問題点について話し、原告一人ひとりの訴えがありました。原告の井上吉郎さんは、「この訴訟は障害を持つ人が人権を回復する闘いです。障害者に自己責任を押し付ける国の考え方と真正面から対決する闘いでもあります。障害者の未来と障害をもたない人の新しい生き方を求めて闘いたいと思います」と話しました。

そして、池添素事務局長から今後の活動方針、申し合わせの説明、尾崎芳治代表から挨拶があり、アピールを参加者全員で採択しました。（代表挨拶、活動方針、申し合わせ、アピールは二面掲載）　　　　（ゆ）
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　　　代表　尾崎芳治さん
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　「重い障害を抱えながらも原告になる決意をしてくれた障害者の皆さんにお礼を申し上げます。この闘いは障害者だけのものではありません。主権者であるすべての人間の生きる質に関わる問題です。勝利するまでとことんがんばりましょう」

（挨拶より抜粋）

事務局長　池添素さん
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■活動方針

「障害者自立支援法訴訟の勝利をめ

ざす京都の会」の活動を旺盛に進め

訴訟に勝利しましょう

（目的）　障害者自立支援法訴訟に関する運動の推進。
（具体的な活動）

一、傍聴と報告会に参加しましょう。

二、多くの個人・団体に訴訟を知らせ、訴訟を知ってもらいましょう。

三、お金を集めて、闘いの財政を作りましょう。
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四、原告・弁護団などに声をかけて、学習会を開きましょう。

五、ニュースを活用しましょう。

■申し合わせ

　（会の目的）　「障害者自立支援法訴訟の勝利をめざす京都の会」（略称＝勝利をめざす会）は、障害者自立支援法訴訟に関する運動の推進を目的とする。
（活動）　勝利をめざす会は、会の目的を達成するために、訴訟傍聴、広報活動、集会・学習会の開催、事業活動等を行う。
（事務所）　勝利をめざす会の事務所を、京都市内に置く。
（会員）　会員は、勝利をめざす会の目的に賛同し、訴訟運動を推進する個人及び団体とする。
（世話人）　本会に、世話人代表並びに事務局長を置く。また、若干名の世話人によって世話人会を設ける。
（事務局）　事務局長のもとに事務局を設ける。
（財政）　本会の財政は、個人・団体の寄付、団体の会費と事業活動の収益により賄う。
（期間）　勝利をめざす会は、本訴訟の終結をもって解散する。
（その他）　上記にない事がらが生じた場合は、世話人会において競技して決める。
（世話人）　西村直（きょう　されん理事長）、粟津浩一（きょうされん京都支部　長）、池添素　　
第二回口頭弁論日程

６月１日（月）10時～

京都地裁１０１号法廷

終わり次第、報告集会

皆さんの傍聴支援を

　　　　よろしくお願いします　

＜アピール＞　訴訟のために、あなたの知恵と力を貸してください


市民のみなさん　私たちは、2009年4月1日、京都市内のハートピア京都で、「障害者自立支援法訴訟の勝利をめざす京都の会」の発会のつどいを開きました。このつどいには200人が参加、自立支援法の問題をあきらかにし、訴訟に踏みきった9人の原告を激励、訴訟の勝利にむかって全力をかたむけることを誓いました。


訴訟の対象となっている自立支援法は、障害者の暮らしの根本となっている法律で、2005年秋に成立、2006年4月に施行されました。そして、2009年が施行後3年目の見直しにあたっていることから、3月31日に法律改正案が国会に上程されました。


市民のみなさん　トイレに一人で行けない障害者には、介助が必要です。寝たきりの人には、見守りが欠かせません。聴覚障害者には、手話通訳が求められ、視覚障害者の外出には、晴眼者の手助けがいります。障害のある子どもの補そう具は、子どもの成長につれて新しくしなければなりません。働く障害者には、作業所が必要です。


自立支援法は、こうしたことに、負担を課しています。障害者のふところ具合や稼ぎを無視して負担を求めるのは、障害者の暮らしを圧迫します。「定率負担＝応益負担」の仕組みは、障害者をサービス利用から遠ざけ、生きること自体を困難にします。障害者が受けるあたり前のサービスを、「私益」であるかのように捉えるのはおかしいのではないでしょうか。自立支援法以前の障害者サービスが無料、あるいはふところ具合を考えあわせていたことからするなら、その不当性が明らかになってきます。


市民のみなさん　障害者は、生きるために必要なサービスに利用料を課する仕組みや考えを、法律からなくすために訴訟に立ちあがりました。日本国憲法は13条で幸福追求権を、14条では法の下の平等をのべ、25条で健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を謳っています。憲法のこの考えを暮らしに実現するために、障害者は裁判に訴えています。


市民のみなさん　この訴訟は、障害者の人権と誇りを実現する闘いです。裁判は、障害のある人とそうでない人が、腕を組んで生きていく世の中を作り出す闘いです。この訴訟の原告は障害者です。しかし、問われているのは、人々を排除する世の中であり、それを立て直すことです。


市民のみなさん　訴訟の勝利にはあなたのご理解とご参加がどうしても必要です。あなたの誇りのために、障害者の明るい未来をつくるために、あなたの力をお貸しください。


2009年4月1日　　「障害者自立支援法訴訟の勝利をめざす京都の会」








２号　２００９年４月１５日（水）発行　　障害者自立支援法訴訟の勝利をめざす京都の会　　


京都市北区北野紅梅町85　TEL/FAX　075-465-5451　Email　� HYPERLINK "mailto:info@fukushi-hiroba.com" ��info@fukushi-hiroba.com�　編集責任者　池添素


勝利をめざす会全国事務局ホームページ　http://www.normanet.ne.jp/~ictjd/suit/　








岡目八目　北朝鮮がロケットを打ち上げた。自衛隊のはしゃぎぶりが目立って、ミサイル防衛システムが、あたかも完成した仕掛けのような様子が、各地で見られた。未完成、あるいは永遠に完成しないとも言われているシステムを、立派な仕掛けのように見せるのは、一種の詐欺◆障害者自立支援法が国会を通ったのは〇五年秋、「郵政選挙」後のこと、「コイズミ改革」の化けの皮はまだはがれていなかった。それから四年、あの「改革」が、特権階級を肥え太らせ、世の中をずたずたに切り裂くものだったことは、今では常識になった◆この間、京都では、法律の一部実施の四月と本格実施の十月を、楕円形の二つの中心のようにして、自立支援法に異議あり！の声を上げ、政府から様々な譲歩を引き出してきた。闘った者は、見直しの詐欺に合うことなく、本質を見抜いている◆政治にぶち当たる行動と裁判所に訴える取り組みを、車の両輪のように進める。自立支援法に優れた点があるとすれば、このような状態を、私たちにもたらしてくれたことか◆二つの闘いで共通するのは、世論の獲得。そのためには、障害者の暮らしをしっかり知ってもらうことだ。相手は詐欺的手法で迫る。私たちは、正面から胸に飛び込んで行こう。　　　　　　　　　　　　（吉）





記者会見にのぞむ原告たち





会場いっぱいの支援者





クリアファイルセット


５枚入５００円








賛同人


（順不同・敬称略・　3/31～4/13分）


細田一憲　山口照代　森下順二　高橋　暁


福田恵介　小澤英彦　門ゆかり　森田しのぶ


須戸郁子　加藤あい　赤坂仁　佐々木由紀子


とがし豊　井坂博文　倉林明子　岩橋ちよみ


妹尾直樹　蔵田共子　相馬　智　西野さち子


岸本佐知　山名幹子　藤井嘉子　玉本なるみ


積木　隆　原　悦子　中島詠子　井上けんじ　


星本育美　乗けい子　戸田光一　中村キミコ


津島久孝　奥田幸子　石川朱美　西村みつ子


田辺順子　藤　喬　　加納也嗣　丹所紀代子


出島　直　松本紀子　立石豊子　坂田政春


吉岡恭子　大森洋子　中西純一　松本仁志


三善雅夫　牛若孝治　丸山啓史　松村恭子


甲斐敬子　吉水文翁　玉木千草　坂東由佳


佐古奉文　安藤和美　林　安廣　南下建一郎


小宮山繁　河野暉夫　戸田好正　高橋正次


柳川至子　山口高志　河合葉子　谷本樹保


浅野俊夫　木原孝子　森　賀子　奥村ゆかり


西尾法道　木村羊一　栗山真紀　塩見まどか


小川博之　出田　歩　岡　朋　　武若久美子


浦さち子　河合千重　主原文江　佐野幸良


原田　久　永崎靖彦　馬場勝幸　高田宏之


丸山彰子　廣瀬　梢　木村　崇　掛川あづさ


森下純平　島田真弓　村上健介　浜野亜希子


荒本和子　粟野　賢　大江恵子　青山理加


永井修治　北村　洋　西村清忠　南部あつ子


堀みぎわ　今井祐治　谷口　勲　金岩孝也


内田　寛　畠中孝敏　木村幸生　堀　信子


小澤正嗣　新谷　剛　田中弥生　近藤美佐子


下岡輝久　河口隆洋　藤本雅英　東　辰也


松田貴憲　川勝節子　米田明美　高梨輝子


樋口英明　吉岡　勝　鈴木　勉　一井　崇


北神圭朗























































































































訴訟募金に


　　　　ご協力を！


先の集会でいただきました募金額は下記のとおりです。ありがとうございました。引き続きご協力をよろしくお願いします。


3/11報告集会　　３７，１４９円


4/1　発会の集い　４４，５７３円





＜振込口座＞


郵便振替01090-6-9982


京都府障害者共同作業所連絡会








原告募集！


障害者で支援法の応益負担に怒っている方、一緒に裁判を闘いましょう！関心のある方は事務局までお電話かFAXください。075-465-5451





□■　原告はこの９人！　□■


今回の提訴に勇気と気概をもって名乗りをあげた原告たちを紹介します。


��


左から大塚一恵さん、中川道代さん、栗山達也さん、広瀬ゆみ子さん、出口朝鳥さん、廿日岩博樹さん


（いずれも亀岡市在住）





�　　　　　　　　�　　　　　　　�


田中亨さん（京都市在住）　　　　井上吉郎さん（京都市在住）　　　稲継学さん（福知山市在住）


























みんなの知恵と力を結集しよう





「勝利をめざす京都の会」は、四月一日に生まれました。個人会員を「賛同人」と呼びますが、四月十三日で三百人となっています。会は「活動方針」と「申し合わせ」を採択、代表に尾崎芳治（よしはる）さん（京都大学名誉教授・経済学）、事務局長に池添素（もと）さんを選出、「アピール」を確認しました。


訴訟にはお金がいります。そのひとつとして、会ではクリアファイルを一万枚作製、「ファイルを買って訴訟を知り、資金づくりにも協力しよう」と呼びかけています。「許せません！応益負担　あなたのご支援をお願いします」と印刷されたファイルには、「変」という漢字と「ちぇんじ」というひらがなが書かれています。これは、かめおか作業所の利用者であり書家でもある小林浩之さんが、クリアファイルのために書いてくれたものです。ファイルは、一セット五枚（色違い）で五百円、販売目標は二千セットです。








